
千探大助紋授・社会学清水馨八郎

環境開発セ Y!-- 昔，-岡部長田 村 明

。 1民生省辿筏研究所都市:11・画研究室長

早大教授・建築学吉

日笠端

阪隆正

無計画
~;:吾ζdどによヲて得られる手IJ使から.人r;l:時代の発展に

応じて村や町を，事~m~造ヲてきたのそして村や町や都市

!ま.それぞれに長い時代にわたって併存しながら生きてき

たの Lかし今，まず村が死のうとしている。土地や家への
紋請が強いはずの農民たちが何千年も続いてきた部落や村

を捻て.....，昔日溶，一村が完全に無人と化し，残された田畑

やE震が j買点。土に帰そうという， 自主主の“ゴーストタウ

ン"が方1:に現出してい否。これは嘘のような本当のE置で

ある。さらに，町の衰退の色も隠せない。ただひとり肥え

太るのは都市ばかりてある。

そしてその都市は，混乱の象徴てあり，そこには人間疎外

の状況が充満してい否。しかもその都市へ.東京へ，人び

とはさらに集まヲてこようとしているのそれは確かに，警

忍ま超えた，必然的な時代の流れてはあろう。しかしその

流れが果して適切な方向に導かれているのだろうかの

私たちは，この勝手気1舎に流れ渦巻〈エネルギーを，統一

的に正しく.人間的な視野から制御てきる強力な機構が早

急に整備されることを望まないてはいられない。

そして，建築物の超高層化や衛星都市の建設が具体的な白

程にのぼリつつある今日，建築家は何をすれlまよいのかの

ìî築学から都市工学が分離独立したが.今後の建築教育の

あリ方ゃ聡1m分隊の方向はどうあれlまよいのかn また.そ
こから益出する人材を有効に生かし得る社会機構は ctc. 

いずれにしても，これら諸課題の解決は，日本における都

市再開発の方向をいかに把え.いかにその方策ま考えるか

にかかっているといえよう。本誌は.ここにそのピジ a ン

ま探りたいと考えたn しかし.とても一度に語リっくせる

問題てもない。今回の座談会をそのアプローチとして.る

らゆる分野にわたり時間をかけ.さらに視野ま広め深めて

ゆ幸たいと考えている約 (制，Blg$)

、­
"ベ

都市への集中化傾向とその分散への可能性

編集それぞれがお感じになっている，現状

の日本の都市の問題点を出していただくとと

から始めたいと思いますが，乙の場合の都市

t というのは国土開発的なものも合めた広義の

JJ味に解していただきたいと思います。

日笠 まず， 1五い方からゆきますか。(笑)

吉阪人口 11\]\呂からゆきまナかね。到布の 111:

界の人口はお出ですか。しかし，今のmぇ

方でゆくと，紀元 2000 年をちょっと越える

頃には 70 位ぐらいになるというが，実際非

常な増え方ですね。そうなった時.その人nJJ

を均等に分布させるとして，たしか 500 粁ぐ

らいの悶j戎中によ000 万人という計算になる

んですね。ととろが， 日本はすでにそういう

状態1にあるわけで， 3・ 40 年から 4・ 50 年先行
した列強にある。だから日本がとのIIlJ阻を実

験した結果がうまくいけば， tlt界 qlの見本に

して下さdいという ζ とになるだろうと思いま

す。~~主)""

清水 日本は，多すぎるというととでナか。

省阪いや， 111:界中が今の人口i11加を辿って

ゆけばどこでもそういうふうになっちゃ.うと

いうととです。

清水 日本の場合w 国土が狭いのに人口が多

すぎるといってますが，考えてみるとわずか・

15，%くべらいの土地に殆んどが住んでいて，あ

とは岱いているわけですね。

編集 制(1:がI I\J Ihlですね。 110;てのように…。

日笠大きいところにますます集まっている

ということですね。

宮阪 III:W的に見て，一般に首都に集まる傾

向にあるようです。首都以外のととろは，ど

んな大きなIUrでも哨え方ははげしくない。で

すからたくさん回を巡って首府をたくさん造

づ\た方が分散計闘に在る。~~!:'‘

清水 n ;jl:の県も州にして…・・・。

吉阪州じゃ駄目です。やはりワシントンに

集まっちゃう。 [FIでないと・・・・。

清水 それでは北海道悶。(史)

回村 地;j I~I ìtlt.去ができた引は，大分，大和[

に各地方自治体に権限を移譲していながら，

乙の頃ではそれがだんだん吸い上げられてい

るいわゆる三割自治といわれる感じ志のです

ね。その辺，北海道国ですか，ステイトごと

にすれば，たしかに東京の問題のある面は一

挙に解決するでしょうけれども……。(笑)

清水 しかし，都市への集中傾向は，とれは

止めることはでき友いんじゃないか。今世紀

の~とには世界の人口の 9 由lが都市bよびその

近郊に住むだろうといわれていまナね。

日笠 まあ，ある程度の集中というのは思い

面だけではありませんね。たとえば，パッと

散らばっているのは悶るので，投前効果から

いうと集まってくる ζ とが必要だと思いま

3-:，p.東京のような過大都市にまだまだ集ま

}ってくるというのは問阻でナが・・・

清水集まる方が効率がいい。集まることに

よって効率をよくしようという，それが都市

だと思うのです。人間の住んでないシベリア

みたいな土地があっても fl則自はない。狭くて

も人が集まることによってúfii慌が出る。密度

の il.4いこともやはり日本・の資源だと思いま
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ので，削れていてもいいわけですがね。

田村 しカ〉 し，デモンストレーションになっ

ている関係はあるのでしょうね。東京に同じ

機能のものが集中している以上 一。

清水関連機能をまとめて団地として移せば

よい。全国民の中心が東京の真ん中でなけれ

ばならない理由はない。 それが都民の生活の

中心とゴッチャになっているととろに矛盾が

ある。東京都民の生活の中心面 というもの

と，全国を相手にするようなものが，ちょうど

東京の真ん中でオーバー ラップしている。別

に全国的在中心と w うものを持つとと ができ

るならば，それは東京でなくてもいい。もう

少し離れてもいいんじゃないか。新!枠組がで

きて浜松あたりが中心だとすれば，そこでも

いい。その方が， 全国民にと っては有利にな

る。もし通信一交通がよければね。と ζ ろ

が，今の東京は，すべての鉄道がそ ζ に上っ

てゆくし，通信関係もいいから東京でなけれ

ばならないというととになるわけです。しか

し，全図的中心が東京のï'lん中て'なければな

らないととはない。 日IJ'M心でも一向さしっか

えない。その方が{住全ではないか。まず， tiií民

の都心と， 全国民の都心と分ける 。 都民のサ

ー ビス都心と国民のビジネス都心を分ける。

もう一つは政経を分出H しなければならない。

昔は政経は一致するものだと思って，明治以

来政治 ・ 経済がなれあいすぎてきた。それで

いいものと思っている 。 アメリカでは各ナ|・|の

ナI-!庁の所在地と経済的な中心とは別の都市で

す。日木だけがくっつきすぎている。いろい

ろ調べてみると ，両者-は誕の!JJ係，つまり似

つなぎ，なれ合いといった不道徳的な凶係で・

近よって存在していた方がよいというだけで

ある。とれが政治を砕し，経済をも iぶ してい

日生J恨みようなもの.たとえば ~1 :J~jなどは，

それをいくら地方ーに放 LI\ しでも都市は発展す

ると思う 。 地方工場を分散 しでも， 官，: JIIl機能

は大都市κ集中してしまう。子U!Jiばかりの都

市を i詰っても立の者[IT!íはできなく て，工設区

ができる。その近 くに使干IJ な小 さなOITができ

るにすぎない。しかしその町の子弟たちは

100 万くらいの都市にの}きたがる。 100 )j く

らいの都市を作地に1'ì成して，小さな都市は

j告らない。そして， 二仁治区を(乍るとか ー

田村 100 万都市でないと魅力がないから，

100 万部市がいくつか必裂だろう。それは魅

力があるか.らというのですか

水清 それに，一つの地方の首都的なものに

相当の椛|出を与えよ。そ ζ に文化的な魅力が

あるように， 国立大学 ・ 国立劇場な どをもっ

てゆくようにする。

田村私は中都市にも {:l:みましたし，乙れは

大都市でしょうが大阪にも住みましたが，中

者[í市日瓜zだったら，やはり次は本当の都市ら

しい都市，人間のたくさんいるととろを求め

る。大阪とか京都くらいのととろにゆきたく

なる。と とろが大阪は文化の中心地とは言え

ないので，そこに東京という行先がある。や

はりオー ダー，オーダーで，大きくなるどと

に，質的に巡ったものが追加されるようにな

るのでナね。

清水 Iï~JLi ， ).j，σ;ての都心の本社機{jE を調べて

いるが， Ü'/γが iliいからいいとか，取引関係

があるとか，↑lti 、.~~ を l~Jやすいとか，そう いう

ととで丸ノ |付あたりに出 I!.I している。と ζ ろ

が， i"ï ，'tlべてみると絶刈に ζ こでなければ成立

しない恐山はない。 jえい伝統でなんとなく庇

史1'1句にw ま って きたので， 1出本 I'i'~ なJlll Ell は数

量的に [j1てとない。通信機能が発達している

。
慣
は

す

吉

wー中ナればするほど発展するが，具体

的にはみなが分散しはじめるという と とでナ

ね。パラッと{泣らばるんじゃなく て， やは り

ど乙かに回ま って，拠点て・ナね。 ，t(lなる分散

や集中ではなくて，分散 ・ 集中という

日笠 それが鉄道だけ じゃなく ，将来は出j速

道路で結ぼれるとか，通信でも結ぼれている

というような ζ と になる でし ょうな 。

田村 生産面 と 生活聞を二つ分けて考え ると，

現在のよう なのは， Jj込い，忠iいはとにかくと

して，生産聞が，何か新しい↑Itバイi を l~J る。 あ

るいはなにか新しい利低をねるというととで

政治の中心に集中するという傾 I"~が一つあり

ますね。 それに基づいて， 生活面が引つばら

れる。

清水生産でも，管理機能的な生庄は者1I市だ

と思うのですけれども }。そう じ ゃなくて，物
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その辺もあ りますね。人口裕度の少な

いと とろでは 1 人の人間を説得すれば大切

の人間 企説得したの と同じになるから能率が

いい 。 l 人を 口説け!ばそれでili/J くのです。

田村 土地のj;'{収とか ， 立返きの場合は典型

的にそうですね。しかしii'J*先生のおっしゃ

ったとともたしかで，あまりパラパラでも不

経済ですね。そ と ら辺は配分の川阻もありま

しょうが・ーー。

日笠 今の分散の話と， ーブjにおいて集中の

話と， ζ れが同1I-!1'に起 こっているのですね。

技術J'I": !ifr というようなととが進めば， トラン

ス ポー テ ー ションもそうだが， コミュニケー

ションもますます便利に在って，結局分散し

で も いいという可能性が地大するわけでしょ

う b それと同時に，やはり集中もはげしくな

令 。
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る。だから，都心から，政治"11心と経済中心

を別々のと とろに移すべきだ。ゴルフができ

るとか，わけのわからないよくない関係であ

るわけです。官庁 "-'/ "J白Î]にある企業にはすぐ

に免許が下りて， )J~児向の企浩はかくれると

いうような ととだと，それは大変な ζ とだ。

経済と政治がなれ合う ζ とはよくないので，

少なくとも政経の分却をすべきだ。経済的中

心と政治の中心を分ける。それは不可能じゃ

ないわけです。まず，政治の中心を，京京の

真ん「ドからもう少し別のと ζ ろに移してゆく

ζ とが大事じゃないかと思うのですが。

日笠 }k京は，たしかにその何方がくっつい

ているのです。しかし， tJ~l水さんのいわれた

ように，やはり， フェイス ・ ツ ー・ フェイスて'

お五いに会わないと向1mとしない川IWがあるん

じ ゃないか。それが， どういうふうになって

いるか。一度調べたら どうかと思いまナね。

清水ありますけれども 7 ï'~ん '1' にいなけれ

ばならないという ことはないと思うのです。

県まりすぎて羽布のようにが刊しするより，少

し ~l(U したブjが按IfJ~!がよくり)く。 地下鉄で粘ぷ

とか， I31状J;JijDで~/i... ~~ とか，フェイス ・ ツ ー・

フェイスの効以をやげながらもヮと J広大しで

もいいんじゃないか。 sいJr!i代の都心という

慨念ではたしに ‘ 新しい川代の都心の{jE率化

を号えて接触させるととです。 つまりよくあ

えるように都合よく分以ナる。

田村山川Jみと *};~でlI !f/7\jが追ってきて (Æ.;Jる

というが話しですが， ~:Jミにやはり述うので

すね。 u、ども大阪にイ;:1占のある会よ /Jこいたの

でナが， ~i};-(の trn: vc ;1::紅i を山さなければな

らない場合，米五(にも司f1五iJrはあるが，米京

から1川l作?山幻制1を山すだけではZ司j 汁山l

司引j汁↑t伯:占i の;説足 i明珂κ上l京立しなけオれLばならない。2J ç↑11i

_.‘←一

一一一一一一一一

の説明だけでなく， 'ii:; !Ç[: しなければなら念く

なる。するとそういう人II\]の数がどんど、ん地

えてくる 。 W.HIj]ß;:.!になって くるのです。現実

にそれをやらないと，相当に差があるわけで

すね。

日笠 テレビのスイッチをいれて， .:t5'互いの

顔がみれればいいというフェイス・ツー・ フ

ェイスがあるのですね。しかし今日のビジネ

スは，そ ζ までいっていないので直接会わな

ければならないという ζ とでしょ うね。

清水集まるべくして叫まるという ζ とでナ

ね。全然思味ないわけじゃない。しかし集ま

りすぎて/~~/る /1:]1削がたくさん山てきた。それ

は都市;l/-iï.Diて消j;1\心をどう NIJiJ発してゆくかで

決まりそうに思うが，裂は今の都心をどう考

えるかだ -

田村 知まることはいいが，本当にt.E まらな

くてもいい人川はあっちにいってくれという

ととですねn

日笠 やはり，~まるととを ~L認するなら，や

はりJ'ill心JI-~IÎi というのがあるのです。どうな

るかはそれを ïìÎけたと して 1 1.1て きますーからね。

ぼくは，やはり古1\心1 ，'\j lJ!iは， }.',j i!l のイ1:'七地と

か居住地川lJ!iとは jß うと思うのてサーね，考え

プIj iJ~。やはり郎心はエフィシェンシイが第 l

で，それに合わせ て問 1立が変わるのだと思い

ます。住宅地に在ったら全然思!J立が筋 i で，

2 昂:11 にエフィシェンシイ.それくらいの辿­

いはあるように思うのですね。

?J7K学問研究行1\市というものを造るといっ

ていますが， ζ れなどと川じように.r;-g 心r-.i: iß

り 1~} ると思うのです。サービス汚1\心はいまま

でむられたためしはな く . 1 '1 然発生したので

あって，新ïÎ'íI亡しで も ， ìl!!.袋にしてもみなそ

うです。しかし丸ノ内 -E ヶ閃i'Í計Fりíl'j'~Kiß

「\

ったものだ。キャンペラ ・ニューデリーの よ

うに，だから東京でも計画的に作りうると思

う。都心団地というものをもう少し地全念場

所に誘i詳して，交通その他，いろいろなもの

をエフィシェンシブにじてやる。それは東京

の真ん中でない日本の真ん中にも ってきた方

が国家全体からみてもいいととだと思うので

す。まず，都心計四の方が最初必要であっ

て，研究所都市計画とか学闘都市計画という

のは従の問問だと思う ・。

日笠 よとの場合に ， ii~I* さんの都心というの

は，間都心 くらいに分敬していいんてeすか。

清水 もっ とはなれでもいい。 外別状線あた

りから新f昨紋ができたら， もっと動き出して

もいい 。 新怜線ができると，非常に日本の問

i誌が変わるんではないかと思うのです。日本

は，辺路より欽ìjJだと思うのです。だんだん

と大阪が東京により，東京が大阪の方によっ

て きて，名古屋あたりが地理的にも国の中心

ですね。表日本と甚日本が近よっている一番

炊い場所でもある 。 できたものは，都市とい

うものでなく，都市のベノレト地域，それが日

本の機能地岐になる。それは日本のiili統大都

市地域という ζ とになって，その泊.当なと ζ

ろにビジネス ・ 官庁都市というものを分散し

てゆけばよい。 枠のある都市というものか

ら，国家の都心を問脱してやればよい。国家

的在中心は，日~存の IJIrの民ん中にお くべきじ

ゃない。工業区と同 じに都心区を造ればよい 。

日笠 砲勢としては，エンジョイア プルな機

能のプjが il\やす悼という 気がするのですよ。

ビジネスの)Jがむしろ/Jjにく くて.γ ョッピ

ングのようなものは~~際にも IIIてゆくし，中

がつまっちゃうという ζ とだけで相当出てい

っちゃう。ビジネスは，山;lρ地下鉄を引いて
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というのは-

吉阪 いまの建築はそうなっていない。企業

投資になっているのでナ。それが公共投資で

なければならないと思うわけです。

日笠 だから，人工地盤のようなものを公共

施設として作るとか・ー。

吉阪 その回答が，今，出ていないわけです

'" --

仲
立

日

ま
、

の
な

L 

' 

集

く

ペ2

ら

m
K

を
叶

て
s
u

u

戸
、F

百
人
工

オユ。

臼笠 そうなった場合どうでナか。

吉阪 そうすると，企業投資はそれから先の

プランチの先だけですむわけです。そうなれ

ば，立地のために非常に日間な文払いをしな

ければならないというととがなくなる。公共

投慣として，そういう利得が受けられる。全

部自分で文払わなければならないことから大

変な ととになっ ちゃう。

日笠土地念んか一番間出だと思いまナ。そ

れを公共団体が人工土地みたいなものを作っ

ちゃう。そういう ζ とて・しょう。

吉阪だから，公共投資の範囲がもっと i甘え

てくればいいわけなんだけれども，それを誰

が払うか。関係ない人が税金で納めていたの

ζれは全然だめだと思うのです。

いまの実状ではどう念のでしょうか。

ど ζでも山凶になっていると思います

ね。アパー トを辿てるにしても上の人は出し

たりナる。ガスや水道てe もパ d プを長くヲ lか

なければならない。それを全部が均等に負担

して，なんとか払っているのでナ。エレベー

ターと地下鉄をいっしょに考えなければいけ

成り立っかというと，泊九]K)ぷ ~' J'r っ ている

ととろはない。小1ì'i.f立でやっ ている全主なら ，

土地でもウンと 1: ':) く克りとばして ~3rfi'íあたり

でやった力が前売が成り立つぞというとと

で，現実に!fYJいてゆくと思うのです。しかし

銀行や商社の本店というようなものは，自分

の手足を 1，'1'っている。それJJf本のオフィスと

しては引合わないが，総合経世の日-t1では引

き合う。それで，商店はどんど、ん 111てゆくが

銀行な どは拡張ーするという励きのように思い

ますね。

清水

では，

編集

吉阪

いまいった土地制度をかえると都心だ

と，全然i在った形になったらだいぶ述うんじ

ゃないか。者11心で士!と 300 万以上だったら，

何を克つでも iIt企同以外駄 11 ですね。それが

今 300 万以上しているのに成り立っている の

は先机伝jとから土地を J' .'iっているからです

よ。 ~I:住性が~然上がらなくたって地聞が上

がってゆくからそれによって去し引きもうか

っている。 }U }~(の小小企~~なんかみなそう で

ナ。東京都心にある企;，\Jは，土地資源の上に

のつかっている。ただ{Iそりこんて'いればだん

だん'ti i!11が上がってゆくという ， その示日を

どとかで切ってしまえば，そんなとと ろ にい

られなくなってくるんじゃないて'ナか。

日笠 ととろで， :it ïl iJ iJI;;態は，者I\TIT のイメ ー

ジを合めて，都心は分;~~しちゃった形になる

のか，それとも し、交 より卦~1/'ナるような形に

でもjj)jわせよう とする 。 実際の!fYJ きは ill!です

ね。その.il.l， ビジネスそのものが分間できれ

ばいいが， できない場合にはどうするか。可

能性の向い場合でナね。そうナると在にか，

丹下さんじゃないけれども，ビジネス という

か，三次産議をむLろ持率的に集結して，都

心でやれるのかゃれないか一容やってみると

いう。そういう考え方も出てくると思うので

す。

清水 その場合，だいぶいろいろ念l'1:urw があ

る。迎:WJ矧[とか，交)ffij1米jlJ，[とか，そういうも

のをどうするかというととになると，だいぶ

不経済て'ナね。

日笠 jどから分以論に，工場の分散とか，オ

フィス分散とか，それから中央官庁をもって

ゆ くと かいろいろ提案・があるのだが， ビジネ

スを分散するというのは， ;!~J りに少念いです

ね。

清水少ないけれども少し出ていますよ。 );'\IJ

都心にもってゆくとか , ビジネス fitWIil者11

市でなければ，絶対だめだという男敢なのが

ある。 ζれを切Jかさないで他を 1Mか して も，

結局本末転倒だ。

日笠 ビジネスを革}Jか したら 1吸引ブJがあるも

の。当然それはほ1叩だから 。

活水地{il日をウンと 11j くして， それだけ:r}~金

もとられるということになると，全然!Rーヮて

くる。都心には社長他 2， 3 人がいて，あと

は全)~il日間l心にゆく。そう すれば，今の都心

でも十分余地がある。

田村 結局，なにかその辺のWH系は， N別K :J I・

阿 I'J'~にも ってくれば，}IJですけれども ， m万の

1fÿJ きはやはり経済的力凶係じ ゃないかと思う

のです。現実に銀臨あたりで坪何ü'万円ナる

と日(側計算して，売上げと経1 '1 をみて尚-)己が

なるのか." ..。

吉阪今干lJ:liUlむになっているのは， 01築

と名前11 との境界似をいったいどと K引いたら

いいかという ζ とでナ。いったい，エレベー

ターが日1\ï ITなのか， I~:ÿ段がr;11 ， liなのか，ダク

トスペース，パイプスペー スが目Ijï!T !s.のか，

その辺のととろがきまらない ζ とにはー

E 

ない 。

日笠原日の聞ももちろんあるでしょうが，

それは公共団体が巡るという ζ とは別として

も，一つの形態としては，ぼくは機能I:I~ には

垂直の方が水平拶!fYJ より能率がいいという ζ

すマ咋曹".?τ 

。

で旬曙'ーヂ司門~.. -・守哩雪""'阿，
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集中と分散をコントロールする学問と制度と組織

とと， もう 一つはそ ζvcf!州く人間の[IU:組，~

境条件がよくなると思うのです。 通知はむし

ろ多くなる。それに対しては，地下鉄をやる

とか， 13速道路とか，全部公共事楽ですね。

吉阪だから，利益者負担として余計払って

もらわなければ.ならないわけ で ナ。そうす

れば，そとにゆ く人間が減るでしょうから。

日笠 もう一つ5廷になるのは，平前I'i'J な発展

だと ， 急、に発展ナる場合にはその辺のま わり

がサッとプライベート に再開発されていって

しまう。また，スロ ーダウンした11寺はそのま

ま でよいというような，ヨP'i;\' ~c~lìíブJ性がある

のでナ。そういう垂直な都市というか， g~直

な者1\心にした場合，そういうフレキシビリテ

吉阪 とういう乙とがあると思うのですーよ。

人Jj'jの庇史をぢっと眺めてみると，アダムと

エノJから始まって 35 ú:'2になるまで， 40 万王手

くらいになります4かね。それくらいかかって

やっと ζ こまで3丸山E した。それが 4 ・ 50 ~I三く

らいの[，'\Jに伯になって，いままでに生きた人

IIlJと同じ数の人間が一度に生きるよう在 ζ と

になりかねない。とこに新しい，人!日j と山境

を剥笠ナる学r，'\Jが必~だという感じがする。

それができていないのて者lí心をどうしろと

い っても何から手をつけていいかわから念い

状態じゃないかと思うのでナ。 m築家にして

も ，都市~lI'~mへのつ在がりというか，今の段

Wiでは何もできない段IWiですね。われわれの

できる純白1 とい う のは，それま での足がかり

というか，あるいはソミ股というか， とういう

考え方でやったらゆくんじゃないか と いう見

ィはどうか。辿築 I'i'J~cfW決てe きるか どう か。

陥造物としてー 。 。

吉阪 それは，おそらく mJf~の平而 jピろうと

思うのです。事!ナるに地上だけでやっていた

ととを空中でもやれという ζ とになる。

日笠上に{r[1びるのでなく，校が{rp びる。し

かし，基礎のようなものは， ζ れより J1~すと

いう ζ とはできない・ 。そういう ζ とがで

きれば，ぼくはいい と思うんだけれども・ o

吉阪 限界はあるでしょうね。 それと日笠さ

んのいわれた，住宅とのコーチャマゼになって

いるのて:11工合がわるい 。

日笠住宅の場合は日IJだと思うのでナ。

それも無理ないと思うが，かならず実現しな

く て も，それが出て，社会的にも非常に大き

なお智を与える ということはあるだろうと思

うのでナ。どう ですかその点。ぼくは，そ う

思うのでナがね。とにかく，都市計画とか，

あるいは建築を群として扱ってゆくような学

問もなく，そういう専門も確立してい左い。

そういう ζ とから東大の都市工学科なども で

きてきたと思うんですが， ζ れだけでもまだ

不十分で，広い意味ではソ ー シャルの問題，

エコノミッ クの問題も， とれは工学ではない

けれども，そういう分野も入れたいわゆる都

市開発，あるいは，都市研究所ですか，そう

いうものが望ましいわけです。今はそとまで

いっていない。一応，工学という範囲で出て

きたのですけれども。

吉阪従来建築家の善成は美術学校か工学部

で行なわれた。前者は芸術に重点がおかれ，

後者は技に重点があるが，どちらを出たので

も十分でないというととろにきていると思う

のです。基本的なものの考え方が違うような

気がするのでナ。都市とか述築とかいってい

るものを造り上げてゆく時の碩の働かせ方と

いうものを一つにしておかなければならない

い。それを一体どうやって訓練したらいいか

!日j凶だと思うのでナ。それから，創作だとい

うことが常につきまとっている。創作は古íJlC

なかったととをやるわけです。教えるわけに

はゆかない。教えたら創作でなくなってしま

う。

日笠 それと ;UIJ度の問題があるのでナ。一番

おかしいのは，日ITが町の市民によって造られ

ない。 H~の上においてもそうなっているとい

うことでナね。 ζ れは，さっきの財政上の問

題もあるし，地方の権限のfl:iJ凶もありますけ

木みたいなものをやってみせる 。 具体的にみ

せて，なるほどそれが全1í ll拡がっていったら

よくなるだ.ろうという ζ とをやってみせる以

外ないんじゃないか。考え方の上でのそれだ

とか，形の上でのそれだとか，生活の仕方の

見本みたいのだとか，それくらいしかできな

いのて'ね。

日笠 郡了間 l'阿の場合，かなり実現しない場

合がある。 ζ の/t'\]のコンペ議論もそうで，建

築の場合， コンペをやったらかならず実現さ

せよという主肢があるし， もっともだと思う

のでナが，都市の場合ちゃんとした都市計四

を企部一人のm築家に任せて，そのi泊り支IIて

るというのはなか;なかない。その計四の，い

ろいろなパウンダリーが，ヨド，;;~.に凹まってい・

ない。 ~i立 ~i I ができてきて，その@りやろう と

してもなかなかできない と いう ζ と はあ る。
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日本ーでは，都市計l国というものができ

る段階になっていないの じゃ ないか。{本;UIJ

が， 土地問題 とか， いろいろな問題がちっと

もととのえられていないのてらただ，プラ ン・

プランといってみても全然意味がないから吉

阪さんのような意見が出ると思うのです。ま

ず，上からは，政治が24・本国的のまま でとま

っている。議員の比率がi定村偏重になってい

る。学問的にも出学部や出林大学はあっても

都市学部はない し， 都市大学がない。ょうや

く都市工学科ができた程度で，学問的にも，

何もしていない。まず，そこら辺に問題があ

る。また，国民の市民性，そういうものから

改善してゆかなければならない。そして一君子

大事なのは，やはり土地HiIJ度だと思うのです

ね。土地利用は，出村的な土地利月3 じゃな く，

宅地の問llliになる。 ととろが地主というもの

は， ~j山と 同じ;jJ1j度になっ ている。ぞれが全

国を風びしている。それにみな突き当たって

しまう。 ζ とまて'わかっているのに，誰も ζ

れに触れないて'やろうとする 。 土地問題をの

けて通る ととができない段階になっているの

でナがね。

吉阪 今，マンション，高田アパー トができ

てきたでしょう。あれはいいきっかけだと思

うのです。自分の土地がなくなってしまうの

ですから。土地分誌を しているが， 何%とい

う ζ とで， 自分の土地がどこかわからないの

です。土地への観念の切り換えにはあれが非

常に有効な武保だという!必じがナる。山本;的

なものは入りたがらない。

日笠 jfj水さんのいわれた土地問題は，

きの話で，これからの都市は分県形態を と ら

なければ.ならない。それには，やはりマスタ

ー プランがいるわけです。今のような指11かい

j青71<.たいに ， 5 年おきにやるとかいうととで修正

してゆけばいいので，ディテールプランだけ

だと方向を見失うと思うのでナ。法定計四で

なく て もいいから，やはり全体をリ ードナる

日政みたいなものがあった方がいい と思うの

です。

吉阪 それはピジョン程度のものでたくさん

だという 気がする。図に 11'.'îか な くて もいい よ

うな気がするのでナ。道路がどとを通ると

か，予定計回線 とか， そういうものをそ とま

で引 くのは少しゆきすぎだとい う 気がするの

です。

田村 現実には， マス タ ー プランを作ると土

地が値上が りして， そういう方向にゆかない

という ζ とになってしま う ζ とも ある。 しか

し，いままでのようなマスタープランではな

いけれども，やは り 具体的な手懸り， 乙の頃

よくいう マス ク ー プログラ ムというようなも

のがいるんじゃないか と 思うのです。今まで

のマスタ ー プランというものは，でき上がり

す ぎていたのですね。

吉阪 むしろ，プランという l'6l式的なものよ

りは， とういう方法でやってゆくんだという，

そ ζ まででいいような気がナる。それに参加

してく る人間が u 山 に やっ てゆけるように，

こういう システムでやってゆくんだという と

とで， どういう結果になるかを初めに制定ナ

る ζ とはないと思う。

田村 プランを百tがきめるかというととによ

るのですね。 辿 ï f立大 12が さ めるのはその程度

でいいん じ ゃないか と いうことでナね。 市民

どうしてもその先の只休(IJ~ な さっがきめるのは，

段|併が必712ですね。

吉阪 ïlï民がさ めるのは nl~分じ ゃ ないかと思

うのでナ。・むしろ，それしかできない。

れども，都市計四をプラン ニングするのは IUJ

の人た ちで， 町が注文して町の人たちが プラ

ンを作る。外国の場合も一応大臣の認可はう

け るけれども，決定権は市長にあるわけでナ。

市長 と い うか，市民の代表からなる市議会で

すね。それが日本では建設大臣が決定すると

いう，いまだ.に大正 8 年以来の ;UJJ皮によって

いるのはおかしいじゃないか。それに，いま

言ったように， i也プ'5'で俳できるととは手引非|ド三，市に HI

限が少ないわけ てで.ナね。だからいろいろなプ

ランにしても，特徴が念くなるのですね。全

図画一的なプラ ンになるおそれがある。それ

が， もっ と地方に密指していれば，自分の\l1J

は ζ うしたいんだというととてらそういうコ

ンサルタントみたいな優秀なスタッフを|当分

のと と ろ七'頼んで造ると 思うのです。 ととろ

がそれカミできない。それからもう一つは，非

常に日本の都市計画 と いうのは， 大ざっ ばで

ね。辺路を造っ たり公闘をむったりする本来

はあって も マスタープ ラ ンの よ うなものを実

現してゆ くという HJ\J度が全然ない 。 地域tt と

いうものが非';;~;に 主12ぬるくて，現状に色を塗

って，多少計四的念要素を与えたという程度

でやっ ている。そんなものをマスタ ー プラン

と称して，さ し当たり 困るような とと ろから

やってゆ くという ζ とですからね。

吉阪 マスタープラン と炉 う ものは，

と 思いますか。

日笠 マスタープランはやはりいると思い ま

.ナね。それの実現というととを ilíl抗にしてね。

吉阪 マスタ ー プランをfII;るまでに 1，ïJ~阿，1\] か

かかる。ととろができたH寺にはもう状況が変

わっている というととはたいですか。

日笠 それは修正でゆくわけでナ。マスク ー

プランは固定したものじゃない。イギ リ スみ

必盟だ
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ダザインした通りでき上がるという制度がで

きて ζ ないと，建築家が都市計聞に本当に参

加するという ζ と も できないと思うのです。

これは学説が出てきて もだめで，そういう制

度にのった仕事でなければいかんと思うので

す。

田村 ただ建築家の都市への参与の場合，建

築家の考え方に問題がありそうだ。ポーラン

ドのある都市計画研究所長がいっていたので

すが，建築家は自分の作品をわたくしが作っ

た と言 うが， 都市計画家は ζ の町をわたくし

が造ったとは言わない。ただとれは，正しい

か，悪いか，こういう方向がいいかというとと

を言うのだというととをいっておりましたが.

非常に興味深くきいたのです。やはり，都市

計画の仕事はそうだし，建築家でも，多かれ

少なかれそういうととはあるんじゃないかと

'思うのです。つまり，完全に芸術的なモニュ

メント でも建築するなら別ですけれども ， 一

人相撲てe全部造っちゃおうというととに問題

専門的に山てゆ く jどけでな く ，専門を i挫λて，

ま とめる能力があるプj じゃなければならない

と思うのです。それさえあれば， Z91qすにとら

地J或wリでなく て，出域のrbîli 化 i:ll "1凶，裂する

にと と の IIITはと円いう mrにしたい とい う， そ

れだけでも内容はいいと思うので 九そうい

われること はない。

田村 ぼくは，それには，やはりプロフェツ

ションが一つ必裂だと思うのでナ。 地域開発

言1・ i面といわれている経済計画や社会計四を具

体 I'i'~ なものに落とす落とし方は1HqH~にあるの

で，そのiil l安段f?，!fはまず土地て\その次は施

設， 1.泊J設の中には札!Zおその他合める のですが，

まず土地に I{怒りるわけで， その段階でフィジ

カ ルになる。しかしそのコネクタ ーがないわ

けでナね。それはそ れてう0 1J v[働いて土地口収

卒業や建築だけになっちゃう。それにつなが

って綜合し言 l' iiI!ïナるブロフェッショ ンを確立

しなければならないと思うのですけれども。

編集結局， IIIT のそういうコンサルタントと

いう か， そういうものは必型だけれ ど も ，そ

れだけでは断決しないし，国家I'i'~ な コンサル

そういうものも必要になっ

うようなマスタ ープラ ンがないのですーよ。ど

こ となく 11げになっ ていっ て しまう。

編集 そのマスタ ープランはど ζ で樹て れば

-1ftい加でしょうか。

日笠 それは町です。自分でで き なければ，

やはり専I'''J家にたのんで，マスタ ー プランを

出てるという 。

吉阪 それでね，との 1 11]'は，どのくらいの大

きさまで考えたらいいか と いう ζ とを， ìJとめ

るのですー。たとえば， どの くらいの人口まで

ならば成立ナるかという ζ と を，学日u的に出

せる気がする。経済力やら，なにやら，

土地の人民の性枯とか，いろいろ条例は加わ

るでしょう けれども，その程度のマスタープ

ランといいますか， IIIT は ζ れくらいの大きさ

にやっておけば宜しいという程度は出せそ う

その

がある。

日笠最初に与えられた条件が不満だという

ζ とが， 往々 にしであるでしょう。その中で

仕事をしなければならないという…・・。

清水だから，いままで， 建築はできても其

の都市計四はできたためしがない。すでにあ

るものを，たbして造る都市計画はむずかし

い。ないものを造る建築はできるが・ …。

吉阪非常な独裁者て'あればできますね。

清水 そういう都市はかならずしも育たない

のですね。 平安や奈良の都も，今の京都や奈

良の町は造った当時の位置より山の方に片寄

ってしまった。札脱の都市をみても，できた

都市は コ・パンの中 1'1:入っていない・・… - 。

日笠 スウェーデンみたいに，人口がわずか

タントというか，

てくるという ζ とですね。

清水 日本の地J或がむられてゆく生態を研究

して，なにが大司的、という ζ と を，

タントで全fm :与えなければな り ませんね。

マ 5えク ープラ ンといっても ，広いk:t 1，床

の都市計聞からよ1.体IY~な出づくりにつながっ

て くる WIJJæ iJ;新しく山て ζ なければなら な

い。それが，いままでの よう じゃだめだ。 ど

うしても地区計四をやらなければならない。

公団団地は，そ ζだけ以収すればとにかく設

計したJffiりでき上がるわけでしょ う。それが

イj :宅地だけでなくて， ど ζ にでも できてゆく

ようにしなければならない。全市街地がそれ

でやられるというのは畑町!だと思うのでナ

が，かなりの部分は>.以前tlJJrr r二t，それで尖際

コンサノレ

臼笠

な気がしますね。それが必型てらそれができれ

ば変な投機をやってもだめになる という ζ と

だし， うまく納まっ てゆくような気がする。

編集町のマスタープラ ンを作る コ ンサルタ

ン トなり ， そういう組織のイメ ージ というの

は， どういう もので しょうか。

B笠 マスタープラ ンの段f?':ÿでは， それは ~ffj

がやるかというと， ちょっと mí:ifD lが11くいと思

いますね。 ディテールに怠ると ill築やさんと

か土木ヤ さんがいいとかいうととになるが，

マスク ー プラ ンの段|併では，プラン ニ ングに

精通した人なら:l[tでもいいんじゃないか。 m
在~ili築とか， 土木とか， j也 rríl とか.. J;lll"Jの
プJがおられますがそれはかなり jぶくていいん

じゃないかという λがナるのです。 Il、 J!~~のマ

スタ ープランをやる段階ではね。 ただ，まあ，

67 

-'. M 一甲山一一~一一戸~--..-..ー-ー『ー---一一ー-----【一一『戸一一ーーー



円、、

'‘ 
一一

市←一一:.;.. -:::.，，~~-~ー守 主.-四円ザ暗ー『明ー---噌.，.-..，.回一~一

H
edJ
抜
藤
川
内
外計

一
四必
併
話

』
〆

、

h
'
j
rみ
t
'
f
J
E

ー句・可書，~

一~一•• ..... ‘ 
嗣‘・“~、

闘の中にも建築家や都市計画家が入っている

のでナが 。

日笠 政府の機十lViの中に作るのですか。それ

とも
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メキシコなんかがやっている{本市Ijじゃ

ないかな。メキシコは実際には，いろいろな

IハJ:叫があるらしいが，各庁の中に建築家がい

て，その人が大統制政成のi諮問j出関みたいな

ととろに恥している。そして，各庁に配属さ

れていて，名庁の今年の予却を立て，立てた

予幻:で空I ，' \JI刊にどこにどう配分するかという

ζ とを計回しでもってゆ《 。 片方は子百f折卸

していって，片方で~;I~n折tfoJ をしてゆくとい

う場所があるわけです。なにか事業をやる

時，その空間はど ζ だというととを論議する

場，Jrですで。あれは， ~Iの ~IJIC国有地が多いの

でやり易いような$(\がナるのて'ナけれども。

そ・ういう}j l}.;j(で，大統卸昨日で，政治のいろ

いろな大方針をやるとき予算務議などの段階

からでてくるわけで，そのとき，空間の問題

も -tr.むにやってゆくというような.....。

編集 そういう新しい視野から考えてゆかな

いと，本当 l仁川Lの illiったものにならない危険

があるような気がナるのです。たとえば，あ

らゆる分野における都市に閲する資料をあつ

めてインフォメ ー ションて・きる機関であるよ

うな母体があったらいいんじゃないて・ナか。

政治がコンサルタントとしなければならない

ような・ 。

清水 いまは，国家でそ ういうものがなく て，

側人プレ ーて'ナね。起 ζ りそうだというと，

ワアワア騒いでやる。それを組織化してオフ

ィシヘ・ルなものにして国民と国とのI1\Jに立つ

というようなものは必裂ですね。

編集 それではとの辺で……。

っちゃわない kは・ハえないのですーね。とうな

ると辿築家が !τ| をむいて;没;:/ーするほどのもの

じゃないので ー。(笑)そういう可能性は，

あるのですね。ととはぜひ必叫な土地だか

ら，民って下さいとか，そういう挺京まで合

めたマスタ ー プランでなく、 ど‘んどんうじにき

めちゃって， 乙とには ("J 々 rvf'jc)jJf‘ 乙 ζ には

住宅と決めてから溜~Tt 11~ ，11ーし ても しょうがな

いX\がするわ。

吉阪少しは よくなるでしょう， 決);， 1 を~~め

るから。

編集昨年末K筑波U I riliの新学I~ll 打I\nfが I i!，L if1

で本決まりになって， そのコン ペuu :白がいろ

いろと辿築界に話回を投げましたが，われわ

れが都市のI::\] :m を ご芯えるとき tC ， 辿築白土もち

ろん，政治 ・社会 ・ 杭i/fなどあらゆる分野か

らのシビアな発言の "'J で I ，'\]:叫にされているよ

うなととが， 乙れからの郎ïlï のJj，\'.).fにあるの・

だと思うんてーす。先ほど臼設さんのお話にも

ありましたが， ~ねぐられた住民〉 の川!也も

あるわけです。その}，I ，i，をふまえて，新しいビ

ジョンで外界のよ~j;il を~~めた機 1>りをつくっ

て， E~Iづくりの 1 :引かとしたらどうかと，U うの

ですがどうでしょうか。

日笠 その石Jwの役訓は. どういう と とです

はっきりとはわかりませんが，たとえ

ば，むい店築家が都市のrm:w をまじめに考え

て一つの提案をするとき ， まずや1'11 '，]と話し，

学会とか協会とかいうと ζ ろに WiIC(!引きかけ

てい立す。それはそれなりに大切なととです

けれど， もっとイ 1:民のソJ↑lti もわかつて，政山

やU~!N'Hの尖怖をも った{削Jli にもつながっ て

ゆけるのそういった川のジ日イント :-nsの仕出l

をもったようなものです。もちろん， その機

か。

編集

で，経消がゆったりしているという都市HiIJ度

であれば，建築家の設計でもできるかもしれ

ないが， 日本の場合，かならずしもそうはゆ

か念い。急激に変化する場合には，それに合

わせてゆく都市のパタ ー ンというのは，よほ

ど似通1rrfli~ というか，八方&lれの方がむしろ

よかったという場合が相当あるのですね。

田村 ウッ カリ村iいたとおりやれば，とんで

もない ζ とになる。そとが1耐になるという ζ

ともある。よほど現実の動きを~:ilってかから

ないといけない。

日笠 新官庁都市というのは，一つのまとま

った土地を買収してJ 新しい町を作ろうとい

ののでナが，そう い白う場合は日本に非常に少

ないのですね。今度が初めてみたいですね。

たいていは，廿通の町をふくれ上がらせると

か， 町の一部を再開発ナるようなととなので

すね。スウェ ーデンなどは者11m計岡の制度が

非常にきめ細かく できてい るから，住築家が

タッチしないとプランができないわけです。

そうなってくると 'úTi-'の中にもそういうス

タッフがかなりいるわけで，大都1'11"になった .

ら 11I fの)]従来や市の辿築家がVP'i;\' に íì~ ::JJ を持

っている 。地ブJ・都市はそういうスタッフ を抱

えられないので，結局コンサノレタントを必~

とナるわけだ。しかし，日水の場合，都市計

回がそ ζ まできめ市nかく 7まいでしょう。辿;泣

也、のチェックをとれば片ずいちゃうというと

とになるのですね。今度の新官庁名1\市左ん

か， 初めてのケースじゃないかと思う。それ

で ζれをコンペにしようという引きがあった

ようでナが， とれだったらバウン〆 リーさ え

l羽まれにf，そういう コ γぺは可能なのて寸ーね。

ただし，そのぷJ I' 免1'1: を非常に和 1 1かく してや

奇と ， ií:~ iJ芯なにか公団団地むj立のものにな t終》
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